


○学校評価について 
　本校は学校教育法第42条、学校教育施行規則第66条、文科省の学校評価ガイドライン
にもとづき、学校評価を実施しています。その一環として以下のとおり、4つのチームが
7月と12月末に実施した教職員・保護者・児童のアンケート結果と各種データにもとづき
自己評価を行いました。そして2月26日(木)、学校運営協議会内で学校関係者評価を行い、
その自己評価について、さらに検証・評価を行いました。 

＜やさしい子チーム＞ 
・本年度は｢自己肯定感の醸
成｣、基本的生活習慣の定着｣
に特化して取り組んできた。 
・自己肯定感の醸成につい
ては、人権や道徳を柱とし
て自他のがんばりや良かっ
たところを認める活動に取
り組んだ結果、児童の｢自分
にはよいところや得意なと
ころがある｣の数値は8.2％
向上したが、保護者の｢自信
を持って何事にも取り組ん
でいる｣の数値は低下した。
今後は児童のがんばりを見
える化すること、｢いじめを
ゆるさない｣について児童と
保護者ともに100％にするこ
とすることを目指す。

・基本的生活習慣の定着については、月ごとに個人目標として、｢あいさつ｣｢掃除｣｢姿勢｣
の3項目について、振り返りを行うことで｢きまりを守って生活をしている｣の数値が1.5
％向上し、きまりを守ろうという意識が高まった。しかしながら、あいさつの様子をみ
ると必ずしも児童の意識と現状が一致しない部分もあるため、改善の余地がある。 
○学校関係者評価では、全会一致で自己評価及び次年度の改善方策について適切である

 と認められた。

＜まなぶ子チーム＞ 
・本年度は、算数を中心とした授業改善と読書の活性化を重点に置いて取り組んだ。 
・授業中、児童の発信力を強化するために、｢発表のお花｣の掲示物を作成し、全学級に
掲示をした。発表の際には｢まつださん｣、｢しずこさん｣を活用して、発表のしかたの定
着を図った。その結果、授業の中で、自分の思いや考えを友だちや教師に話す場が増え、
数値も68.9％から76.9％へ向上した。ただし、あまり高い数値とはいえないので、今後
も課題設定・対話・振り返りの充実に努めていく。 
・読書については、以前より児童、保護者ともに読書習慣の定着に課題があった。その
ため、図書委員会を中心に
新たな活動として、新刊の
紹介や委員自ら読み聞かせ
を行い、読書に対する興味
・関心の喚起や児童が常に
活用しているクロームブッ
クでの古河市の電子図書館
の導入を手立てとし、様々
な媒体で活字を読む機会を
設けていく。 
○学校関係者評価では、全
会一致で自己評価及び次年
度の改善方策について適切

 であると認められた。
 
 
 
 
 



＜たくましい子チーム＞ 
・本年度は、危機管理能力
の育成、健康な体づくりを
重点的に取り組んだ。 
・体力テストは、得点に応
じてA～Eの5段階に分かれ
ている。A＋Bの割合がほと
んどの学年で県平均を上回
ったが、低いレベルのD＋E
の割合が県平均を上回り、
二極化の傾向にある。体育
の時間や休み時間等で運動
量の確保に取り組んでいく。 
・食事の好き嫌いでは、嫌
いなものでも一口チャレン
ジしてみる｢給食もぐもぐ習
慣｣を実施した。実施後の児
童アンケートでは肯定的な
意見が多かったため今後も
引き続き実施していく。
・避難訓練では、いつ起こるかわからない災害時に自分の命を守るため、｢予告なし避難
訓練｣を実施した。突然の避難指示に対して、すみやかに移動することはできたが、避難
場所に集合した際、落ち着きがないなど、課題が見られた。今後も緊急時の行動に対す
る指導を粘り強く展開していく。 
・児童の交通安全の意識を高めるために、高学年に登下校中の様子についてアンケート
を実施した。集合時間や登下校の仕方についての課題が出たため、交通ルールの遵守に
ついて通学班編成などで徹底を図っていく。 
○学校関係者評価では、全会一致で自己評価及び次年度の改善方策について適切である

 と認められた。

 ＜働き方改革チーム＞ 
・本チームは、同僚性を高
めるため、研修前のアイス
ブレイクやレクリエーショ

 ン等の取組に力を入れた。
・その結果、昨年に引き続
き｢本校はコンプライアンス
を遵守し、不祥事が起きに
くい学校だと思う｣の項目で
は100％を維持し、｢本校は
自分の考えを他の職員に伝
えやすいと感じている｣につ
いても100%を達成すること

 ができた。
・その一方で、超過勤務時
間に関して、｢本校は在校時
間の短縮など、働き方改革

 が改善しつつあると思う｣の
が、100％から95％に低下し
てしまったことと、超過勤
務時間が45時間以内の職員

の割合が目標数値である90％を下回っていることが今後の課題である。 
・改善策として、月に2回程度、全職員が定時退勤できる日を検討した上で定時退勤日を
設定し、組織的な業務改善につなげていく。 
○学校関係者評価では、全会一致で自己評価及び次年度の改善方策について適切である

 と認められた。また、コンプライアンス研修では弁護士等の外部講師を招聘したら良い
との意見があった。
  児童及び保護者アンケートの自由記述につきましては、すべての記述を全教員で読み
合わせ課題を共有し、対応できるものからすみかに改善に取り組んでおります。また、
すべてではありませんが、いただいたご意見について、学校だより等で学校の考えや回

 答についても掲載しておりますので、ご参照ください。


